
［平常時］ ［事故発生後］ 

線量 

事故発生 事故収束 経過日数 

平常時：1mSv/年 
原子力発電所の通常 
の運転による放射線の 
影響をできるだけ低く 
抑えるための基準 

(a) 事故発生初期大きな被ばくを 
  避けるための基準 
屋内退避：10mSv 
避難    ：50mSv 

(b) 緊急時の状況 
（事故継続等）における基準 

20-100mSv/年 ※ 

※ 100mSv/年以下では健康への 
影響はないが、原子力・放射線 
利用では「合理的に達成できる限り 
低く」を目指している。 

(c) 事故収束後の汚染に 
よる被ばくの基準 

1-20mSv/年 

長期的な目標：1mSv/年 

（出典；官邸） 

 
放射線防護の線量の基準の考え方 

 


